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自動的に生成された説明]ふくいユニバーサルツーリズムアワード実行委員会は 持続可能な開発目標（SDGs）に取り組んでいます
ふくいユニバーサルツーリズムアワード2023
〈観光関連事業者、宿泊関連事業者用〉応募用紙



観光客を受け入れる施設の皆様から、「心のバリアフリー」に関する取り組みの情報を募集します！
2020年6月より、観光庁がバリアフリー対応や情報発信に積極的に取組む姿勢のある観光及び宿泊事業者を対象に「観光施設における心のバリアフリー認定制度※1」を創設しました。今回、応募いただいた内容が「みんなでつくる 福井の観光バリアフリーポータルサイト」に掲載された場合、認定制度の要件の一つを満たすことができます。
優しさと思いやりで溢れる観光地の整備のため、皆様の取り組んでいる「心のバリアフリー」に対する取り組みをご紹介ください。

【情報の活用について】
応募いただいた情報は厳重に管理し、下記の用途にて使用する場合がございます。
[bookmark: _Hlk104628368]①応募頂いた「心のバリアフリー」に対する取り組みの内容を確認し、「みんなでつくる 福井の観光バリアフリーポータルサイト」上に掲載させていただく場合がございます。また、掲載させていただく場合は、取材等を行う場合もありますので、ご協力をお願い致します。
②応募された事業者には、「ふくいユニバーサルツーリズムアワード実行委員会」から、頂いた情報の確認のためのご連絡や様々な事業運営に役立つ福祉情報などをお送りすることがあります。
①および②に同意いただけましたら、以下のチェック項目に☑をお願いします。

□ 同意する　　　　□ 同意しない
１．応募事業者の基本情報
	記　入　日
	2023年 　　　月 　　　　日
	該当する方に☑をお願いします
	· 観光関連事業者　　□　宿泊関連事業者

	ふりがな
	
	事業者
住所
	〒　　　　―






	事業者名
	
	
	

	ふりがな
	
	
	

	記入者名
	
	
	

	部　署
	
	電話番号
	（　　　　　　）　　　　　－

	役　職
	
	メール
アドレス
	




裏面へ


2．心のバリアフリーを取り組む上でのステップ

	STEP.１

	□
	職員に対し、バリアフリーに関する教育訓練等の研修の実施

	1.過去1年以内に実施した「バリアフリーに関する教育訓練」について、研修を実施した時期、研修・資格の具体的な内容を、以下にご記入下さい。　記入例）2022年10月　外部の「車椅子の利用方法に関する研修」に従業員が参加

	過去1年以内に、
実施した研修等の時期
	

	研修等の内容
	


	2.今後5年間（年1回以上）に実施する予定の「バリアフリーに関する教育訓練」の内容と実施予定時期を、以下にご記入ください。　記入例）予定時期；2023年5～11月　内容；車椅子の利用に関する研修、バリアフリーに関する接遇研修

	1年目
	予定時期
	


	
	内容
	


	2年目
	予定時期
	


	
	内容
	


	3年目
	予定時期
	


	
	内容
	


	4年目
	予定時期
	


	
	内容
	


	5年目
	予定時期
	


	
	内容
	




	STEP.2
	取り組み記入例

	□
	多様なお客様へのサービス提供
	・筆談器具、コミュニケーションボードを従業員が持ち歩き、お客様からご要望があった際にこれらを用いた館内の案内を行っている。
・車椅子を安全に使用できるよう点検やメンテナンスの実施を行っている。
・車椅子のお客様がスムーズに通行できるよう、必要に応じて机や椅子の移動を行っている。
・発達障がいをお持ちの方が、一時的に気分を落ち着けることができるスペースを施設内の各所で設置できるようパーテーションを貸し出している。

	1.以下に、バリアフリーに関する取り組みのうちソフト面（工事を伴うもの以外）の取り組みを3つ以上ご記入ください。

	取り組み①
	


	取り組み②
	


	取り組み③
	


	取り組み④
	




	STEP.3
	取り組み記入例

	□
	バリア及びバリアフリー情報を外部に周知
	・HPやWEBサイトに情報を発信
・自社パンフレット等に情報を掲載

	（貴社で取り組んでいる内容をご記入ください）




ご協力ありがとうございました。
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